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電子ジャーナル＆文献データベース 利用の勧め 
 














  ・学内パソコンからいつでも利用できる 
  ・複数の人が同時に同じ雑誌（論文）を見ることができる 
  ・最新号を冊子より早く見ることができる 
  ・検索機能を持っている 























 NII-ELS（国立情報学研究所） 収録電子ジャーナルより 








 ・ＳｃｉｅｎｃｅＤｉｒｅｃｔ エルゼビア社（オランダ） 
    分野：自然科学、人文・社会系全般  収録タイトル数：約2,000 
 ・ＡＣＳ(American Chemical Society) アメリカ化学会 
分野：化学系  収録タイトル数：32   
 ・ＡＩＰ(American Institute of Physics)  アメリカ物理学協会 
分野：物理系  タイトル数：6 
 ・ＡＰＳ(American Physical Society)  アメリカ物理学会 
分野：物理系  収録タイトル数：8    
 ・ＮＩＩ-ＥＬＳ  国立情報学研究所（国内発行の学協会誌、研究紀要等） 
分野：自然科学、人文・社会系全般  収録タイトル数：約4,000  
 ・Ｊ-ＳＴＡＧＥ  科学技術振興機構（国内発行中心の学協会誌等）※無料のため学外からも利用可能 
















































 ・ＪＤｒｅａｍⅡ 科学技術振興機構（国内発行中心の学協会誌等） 
    分野：自然科学系  収録文献数：約5,700万件 
 ・ＭａｔｈＳｃｉＮｅｔ アメリカ数学会 
分野：数学・統計系  収録文献数：約230万件  
 ・ＣｉＮｉｉ  国立情報学研究所（国内発行の学協会誌、研究紀要等） 





  ・Ｓｃｉｒｕｓ（科学技術系） 
  ・ＰｕｂＭｅｄ（医学・生物学系） 
 
電子ジャーナルと文献データベースとの関係 
 電子ジャーナルは原論文そのものということで、その情報を「一次情報」と呼んでいます。一方、文
献データベースで得られる情報は、原論文の一次情報に辿り着くための情報ということから「二次情報」
と位置付けられます。それ故、電子ジャーナルと文献データベースは切り離せない密接な関係を持って
いるということになります。 
 文献データベースには、その検索結果の情報から該当論文の電子ジャーナルにリンクが張られて直接
該当論文にアクセスして見ることができるようになっているものも多くなってきています。 
 
最後に 
 一般的に、何か調べたいことがあった場合、GoogleやYahoo等の検索ツールを利用する人は多いと思
います。ただ、これらの検索ツールは、いらない情報（ゴミ）が多く、また逆に必要な情報が漏れるこ
とも多いのです。 
 文献データベースと銘打っているものは、その分野においては精度が高い情報を得ることが可能とな
りますので、文献を検索する場合、自分が欲しいテーマの文献を収録していそうな文献データベースを
まず探すことから始めるのがより良い方法と考えられます。 
 電子ジャーナルの利用の仕方としては、前述したような文献データベースで検索して得た情報から利
用する方法と、利用したい雑誌タイトルを決めて、その電子ジャーナルを発行のたびに購読する方法が
あります。どちらかと言うと後者のほうが多いと思われますが、自分の利用形態に合わせた使い方をし
ていただければと思います。 
現在、本校で利用できる電子ジャーナル、文献データベースは、利用者のニーズに十分応えるだけの
ものを用意できていないかもしれませんが、我々図書館員は、本校の教職員、学生に対して必要な情報
提供の手助けが少しでもできればと考えております。 
 
